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タンゴ音楽の集い 開催 

宍戸 和郎 

少し肌寒くも感じられる梅雨の曇天の下、去る 6 月 24 日火曜日に第 47 回「タンゴ音楽
の集い」に参集しました。会場はいつもの「銀座ブロッサム ローズの間」です。今年は
日本にタンゴが伝来して 100 年目に当たるということで※、３回連続で「“日本のタンゴ

100 周年”にちなんで」と題する連続講演が企画されました。今回
はその第１回目です。 

 

いつもの飯塚理事の軽妙な解説で、日本におけるタンゴの伝来や
その盛衰が音響と映像で多角的に紹介されていきました。その中
でも、日本のタンゴ人気を大きく飛躍させたのは、やはり 1954
年のフアン・カナロ(Juan Canaro)楽団の来日ということになるそ
うです。また、特に今回は著名なタンゴ歌手マリア・デ・ラ・フ
エンテ (María de la Fuente)にもフォーカスが当てられ、晩年に
なっても衰えないその歌声が
披露されました◆。その他、
ガブリエル・クラウシ 

(Gabriel Clausi)やエリサ・リバス (Elsa Rivas)の 80～
90 歳代の時の歌唱に驚嘆し、「バンドネオンの魔術
師」フアン・カンバレリ（Juan Cambareri）の超絶技
法に引き込まれ、フォーエバータンゴの華麗なダンス
に見とれているうちに会はお開きとなりました。 

 

なお、今回は、日本のタンゴ界で活躍中のコントラバス奏者 田中伸司氏とダンサー 桑原
和美氏が駆け付けて下さり、それぞれタンゴへの想いを語られました。 

本シリーズ第２回が楽しみです。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

（次頁以降に当日のプログラムと参考資料を添付） 

（ししど かずろう：当協会常務理事） 

 
※ 「今年が 100 周年」との説には異論もある旨、飯塚理事から興味深い解説がありました。 

◆ 飯塚理事が彼女を現地で撮影したプライベート映像も披露されました。 

田中伸司氏 桑原和美氏 



 

 

 

 



 

 

 



 


